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    第01章




     




     




    寒くて凍えるような冬は、町を支配する力を緩めようとはしなかった。前日の夜に降った大雪で、タウンブリッジの家や住民はチャンスを失っていた。凍てつくような寒さで、町の人々は家の中に閉じ込められ、生活にも支障をきたしていました。ミッチは自宅の居間の窓の前で、庭や周囲に広がる無垢のシートのような素晴らしい雪景色を眺めていた。彼の近所の家々は、かわいらしいテラスハウスで、寒さの中で身を寄せ合って冬が過ぎるのを待ち、夏には色とりどりの手入れの行き届いた庭に囲まれているが、完全に凍りついて氷の支配下に置かれていた。閑静な住宅街で、緑のスペースと葉の茂った木がたくさんありました。しかしその日は、車や木と同じように庭園の並木道もすっぽりと雪に覆われ、ミッチはその幻想的な風景を楽しんだ。都会の喧騒から驚くほど離れた場所にある。褪せた白い空は何も感じさせない。太陽は雲の後ろに隠れ、家々の屋根からは離れていた。まるで雪の残る影のような空を照らすのを控えているかのように。12月に入るとタウンブリッジでは本格的な寒さが始まり、今年は例年以上に寒さが厳しくなったように感じました。仕事を再開する前の最後の2週間、彼の目は車道を覆う雪の上をのんきに、そして夢中で歩き回っていた。彼の頭の中には、ドイツの記憶が鮮明に残っていた。それは、谷間に青々とした野生の森が広がる魅惑的な土地だった。彼と仲間のセリンは、最後の仕事で黒い森に行き、その過程で、雲ひとつない澄んだ空の下、大きな湖に映る山の峰々を見て、森の威厳に感嘆していた。彼らはわずかな時間を利用して、険しい道を通る未踏のルートを歩いていた。晴れた日の朝、森の澄んだ空気は彼らに幸福なエネルギーを与えてくれるようだ。彼らは旅に熱中し、作品に惚れ込み、現地ではすっかり魅了されてしまったようです。彼らの仕事は、未開拓の野生の場所を知ることを可能にし、彼らの目の中で1000の色調で爆発し、彼らのカメラに刻み込まれる準備ができていました。彼らはドイツに行ったことがなく、黒い森の中では、未知の世界とは程遠いものの、学ぶことがたくさんありました。


  




  

    彼らの興味を引きました。10月には、大自然を発見するために2ヶ月間の旅に出ることができました。勤めていた会社からようやく企画が認められ、準備に手間取っていた彼らは、その土地を求めてヨーロッパに飛んだ。会社の上層部とドキュメンタリーを制作していたテレビ局の上層部が共通認識を持ち、彼らを解放するまでには数ヶ月を要した。その会社の2人のビデオグラファーは、国営放送局のために世界各地でドキュメンタリーを作っていた。確かに、素晴らしい仕事です。ミッチとセリンは、12ヵ月間のインターンシップを経て、正社員になったときに出会った。一年後、二人は恋に落ちるような閃きを得た。数ヶ月後、二人は心の中に常に生きている炎に打たれて、一緒に住むことを決めました。しかし、結婚は待ってくれました。彼らはまだ十分に若く、人生を楽しむ時期だったのだ。彼は29歳、彼女は27歳で、これから家族を持つことができる人生だった。少なくとも、ミッチはいつもそう言っていた。セリンは、彼の意見に全面的に賛成したわけではないが、いずれ自分たちにも大切な日がやってくることを信じて、とりあえず彼に付き合った。2人は仕事に対する強い情熱で結ばれていた。冒険心は不滅の鋼鉄のロープのように彼らの血の中に流れていたが、やがて彼らはより大きな静けさと安定を求めるようになる。セリンはそのことを確信していた。ミッチも確信を持っていたが、体内時計はまだその時期を決めていなかった。家の前の幻想的な風景を眺めながら、ミッチは先ほど去ったばかりの美しい場所の記憶やイメージに思いを馳せ、12月中旬のその日の夕焼けのベルベットのような柔らかい色に心を奪われていた。特に、黒い森が心に残っていた。彼はこれらの場所にすっかり魅了され、夢中になってしまった。しかし、家の暖かさにはいつも助けられました。彼が座っている窓とソファが置かれている壁の間の角にあるフロアランプの柔らかで安心感のある光は、彼に静けさと幸福感を与えた。外では、夕焼けの色が少しずつ消えていき、夕方になると街の家や屋根を冷たく包み込んでいた。空にはオレンジ色の長い筋が、だんだんとほつれた色の糸のように伸びており、庭や通りには威圧的な暗闇が広がっていた。セリンは書斎から彼に電話をかけた。彼女はコンピューターのモニターに目をやりながら、まだ開拓されていない、あるいは知られていない他の可能性のある目的地を探すのに忙しかった。オーブンで焼いている鶏肉の匂いが家の中でだんだんと強くなり、夕食のために完璧に調理されるのを待っていました。


  




  

    彼は、新しい刺激的な地平線を求めて、インターネットを駆使していた。明るい画面の中で、Googleのディレクトリには蛍光ブルーの文字で「Japan」と表示されていた。森という言葉をキーボードに入力すると、東の国のとても奇妙で神秘的な領域が出てきた。目の前に飛び込んでくるイメージは、まるで真っ白なキャンバスに描かれた色彩のようで、すぐに興味を惹かれた。これまで東洋に行ったことがなかったので、Se Linはそのアイデアに興味を持ち、まだ包装されていない素晴らしいプレゼントをもらった子供のように目を輝かせていた。




    "Mitch... "と、声のトーンを上げて再度呼びかけた。"・・・見に来てください、面白いものを見つけたかもしれません"




    ナイトガウンに包まれた彼女の長いブロンドの髪は軽く、小さな回転椅子に座って仲間の名前を呼びましたが、仲間は彼女の声を聞いていないようでした。部屋の空気は温かく快適で、書斎の机の上に置かれたランプのかすかで柔らかい光が、ミッチに電話をかけようと再び振り返った彼女の顔を影で覆っていた。彼女は悩んだ末に、彼の声が聞こえていないことを確信して、リラックスした姿勢から立ち上がり、リビングルームで彼に合流することにした。




    "Mitch...I are you there? "と優しい声で聞いてきました。彼女が彼のもとにたどり着き、初めて彼が彼女に気づいた。ミッチは、まるで雲から落ちてきたかのように驚いて振り向いた。




    "え...ええ愛、教えてください...すみません、まだドイツの思い出に夢中でした..."




    "私が見つけたものを見に来てください... "とセリンは促した。"私が今読んだものは、きっとあなたの興味をそそり、ドイツを忘れさせてくれるでしょう。"




    彼はほとんど笑わず、真っ白な歯を見せていた。彼は髪に手をやり、額にかかった髪を戻した。彼女は本当に美しいセリンで、ミッチは彼女に出会えたことを幸運だと思いながら、感嘆のまなざしで彼女を見ていた。彼も悪くはない。力強い顔立ちと鍛え抜かれた体格を持つ、ハンサムでスポーティな青年だったが、彼女の魅力的な美しさを考えると、彼のパートナーは幸運だったと思う。自分では十分だと思っていたが、セリンの美しさは国民の平均をはるかに超えていると確信していた。非常に繊細な顔立ちで、完璧なシンメトリーの鼻が柔らかな口元に繊細に収まっています。彼女は完璧だ」とミッチは思いながら、初めて見るような目で彼女を見続けた。


  




  

    セリンは、窓枠に座ったままの彼に手を差し伸べて、"Come... "と言った。"見に来てください、何か面白いことがあるかもしれませんよ"




    しかたなくミッチは、快適なベッドから起き上がりたくないというように、苦笑を浮かべて口を尖らせた。




    "本当に面白いといいんだけど... "と、遊び心で脅しながら始めました。「さもなければ、私の怒りを買うことになる...。




    そして、彼女が怯えて走るようにしてスタジオに向かっている間に、彼は彼女にたどり着き、後ろから彼女を抱きしめた。彼女はその愛情表現を再び変え、片手で彼の顔を撫でるようにして彼の前に立った。彼は彼女を抱きしめたまま、彼女のうなじに優しくキスをした。セリンは彼にキスを返し、後ろを向いてミッチの腰を抱きながら口をつけた。彼女の口は相変わらず温かく、柔らかく、安心感を与え、彼を気持ちよくさせ、彼女を近くに感じる自信を与えてくれました。




    "You won't regret it... "と囁いていました。"さあ、ついてきてください。さもないと、方向が大きく変わってしまい、あなたに迷惑をかけたことを忘れてしまうかもしれません......" セリンは宣告し、彼からそっと離れたが、彼の手を握って引っ張るようにした。二人は並んで机に向かったが、そこにはまだパソコンが明るく輝いていた。セリンの香りは彼の肌の上ではデリケートなもので、彼女のモーブもデリケートでセクシーなものでした。ミッチは香水をつけなくても彼女の香りが好きだったが、その中でもフルーティーな香りは特に彼の感覚をくすぐった。しかし、彼女は特にコンピューターに魅力を感じていて、彼に見せたいものがあったので、彼女を怒らせないようにした。食後には、もしかしたら、いや、確実に、その場で抱き合うことができるかもしれない。暖かい厚手の服を着ているにもかかわらず、ミッチは抱擁された彼女の挑発的な曲線を布越しに感じ取り、それに惹かれた。彼の思考は一瞬、現実世界から離れて、先ほどシーツの上で過ごした夜の甘くて暖かい記憶に流れ込んだ。彼女の細身で俊敏な体が骨盤の上に乗って、必死になってどんどん動いていく記憶。彼女の暖かい手が彼の花びらをくすぐり、彼が彼女のお尻を熱心に愛撫し、その官能的なダンスに付き添う。彼女の乾いた体格は、モデルのような完璧さをたたえていたが、すべての形が適切な場所にあり、彼女の挑発的な女性らしさを表現した裸体を眺めるのは毎回の楽しみであった。そんなこんなで、一瞬集中力が途切れてしまった。下腹部がくすぐったくなるような、彼女と愛し合いたいという狂気じみた欲望が再び襲ってきたが、「時間と方法があるだろう」と自分に言い聞かせて、落ち着かせた。今、彼は彼女の話を聞かなければならないし、聞きたいと思った。


  




  

    その新しい発見。セリンはすぐに椅子に座り、マウスを動かして、その間に暗くなってしまった画像を戻した。モニターに表示された文字の青い光が、まるで魔法のように現れて、二人の顔に新たな明るさをもたらしたのである。日本の文章に、ミッチは興味を持った。それをクリックすると、青木ヶ原の森について書かれたページがいくつか出てきます。奇妙で不穏な場所。少なくともミッチは、最初の映像を見たときにそう感じた。セリンの目は、生き生きとした興味を持って輝いていた。




    "Look... "とセリンは興味を隠さない口調で言った。"・・・この素晴らしい場所を見てください"




    「私にはそれほど素晴らしいものには見えませんが」と答えながらも、その森のイメージに目を向けていた。確かに面白いが、それほど素晴らしいものではないと自分で思った。




    "Wait to judge..." 彼女はそうした。"この森で起こることを読む"彼は、長いスピーチをするかのように一息つき、その間に髪の毛が耳の後ろで顔を覆った。




    「どうやら......ここは本当に変なところなんだ」と再開した。不思議というか、恐ろしいというか、この森に迷い込んで自ら命を絶つ人がいるんですよ、ミッチ...想像できますか？"




    モニターの光に照らされた彼の目は輝いていた。




    "確かによく変だな... "と、ミッチは一抹の不安を抱えながら口にした。"...どうしてそうなるの？"




    彼女は「待って、聞いて」と答え、黒い森よりもはるかに密度が高く、豊かなこの森の写真の下にあるキャプションを読み、重要な点を推測しようとし始めた。植物の種類が違うだけかもしれませんが、あの場所の植物はとても不吉に見えました。




    "毎年、何百もの遺体が警察によって発見されているようですが、そのほとんどが首を吊って自ら命を絶つために行っているようです。"




    ミッチは言葉を失った。根っこやシダが入り組んだ、実に不穏な植物の画像がスクロールしてくると、彼は不確かなため息をついた。コニファーやヒノキの緑が画面いっぱいに広がっているのだが、何か不思議な感じがした。




    潅木の中には雄大な日本のオークが立っている。太陽の光がほとんど入らないほどの密度である。枝葉の壁には風も当たらない。太陽の光が土壌を乾燥させることができなかったため、含水率が非常に高くなっていたという。


  




  

    "聞いてください..." セリンは興奮気味に繰り返した。 "富士山の斜面にある非常に古い森で、岩や洞窟、巨大な鉄の堆積物がたくさんあります。そのためにコンパスも、動かないようになっている。Crazy!"




    彼女はミッチを見て、彼の目に興味が湧いていることを発見した。




    「これは非常に面白い目的地になるだろう」と、ますます興奮した声で語ってくれた。彼は読書を再開した。"最近では、木に吊るされた生気のない死体が発見されたり、衣服があちこちに散らばっていたりすることが多くなっています......ああ、これを読んでください......"




    彼は左手の指で、あるページの一行を指し示した。そこには、昔、病人の親族が死にゆく親族を森に連れて行き、何の助けもなく死なせてしまったという、非常に古い伝説が書かれていた。「読んだばかりの本を見て、ミッチは心配そうな声で困惑していた。




    "そして、どうやら..." セリンは再び読んだ。「...今日、すべての死者の霊が、自分たちに行われたすべての悪事に対する復讐のために、人々を呼び戻しているようです」。




    思わず口元に手を当てて、言葉を止めようとしながら、「やれやれ」とミッチはつぶやいた。「と、信じられないような目で宣告された。




    セリンの横にいた彼は、一息つくように立ち上がった。彼は現実に戻る必要があるかのように、窓の外を見ていた。ニュースを読んだときに彼らを穏やかに安心させてくれた現実に、戻る必要があるのだ。街には再び初雪が降り始めた。静かに、ゆっくりと、見渡す限りに増殖していた。ミッチは窓際に行き、この不思議なイベントの静けさに酔いしれていた。近所の家を見て安心しているうちに、妙な不安感が徐々に消えていった。彼は何か言うべきことを探して、ため息をついた。そのイメージと、特に読んだ本の内容が、彼の心を揺さぶった。原始的な無意識の興味が彼をくすぐったが、もし彼らが今発見したことが真実であれば、それは不条理なことだ。セリンは椅子を彼の方に向け、不敵な笑みを浮かべていた。




    "Crazy, isn't it?" と彼の目を見ながら尋ねた。ミッチはそうだった...。




    セリンが言ったことを繰り返すことができました。




    彼は暖かい服にしがみついて、まるで下げてくれるものを探しているかのようだった。


  




  

    その恐ろしい物語の行間に迷い込んでしまったのだ。彼は自分が発見したことを信じられず、病人の親族がこれほどまでに、親族をあの森に捨てて死なせることができるとは信じられなかった。自分たちとは全く異なる文化を持つ日本の人々が、これほどまでに能力を発揮することが信じられなかった。言葉が喉に詰まりそうになり、口の中がカラカラに乾き、あの物語にどっぷりと浸かった時の不安感から唾液が抜けてしまったのだ。セリンは、驚きがそれだけで終わらないように、彼を見続けていた。   オーブンの音が聞こえてくると、二人はハッとして現実に引き戻された。二人はほとんど怯えたように急にキッチンの方を向いた。二人は再び目を見合わせて爆笑した。セリンは席を立ち、笑顔で「夕食の時間だよ」と二人に言った。チキンがいなくなる前に、行こう。




    彼らは大笑いしながら、キッチンに向かって




    を食べています。




    雪は容赦なく降り続き、夜の寒さが町を覆っていたが、家の中ではミッチもセリンも気にしていないようだった。その日の夜には、きっと話題になっていることだろう。夕食の準備に追われていた彼らの頭の中は、先ほど読んだ本のことでいっぱいだった。ミッチはセリンの頭の中を知っていて、彼女をよく知っていて、彼女が自分に何を提案するかを恐れていた。日本に行って、その話が本当かどうかを確認するというのは、彼にとっては全く気に入らない考えだった。冒険好きなミッチだが、子供の頃からちょっと怖いものに惹かれていた連れ合いとは違って、その手の話には特に興味をそそられなかった。




    ようやくテーブルに座った。厨房にはチキンの香りが漂い、食欲をそそる。綺麗に並べられたテーブルは長方形で、広くて明るいキッチンの真ん中にありました。一人でいるときは、いつもキッチンで食事をしていましたが、さらに広い家具付きのリビングルームや、機会があれば必ず火を入れる立派な暖炉のあるリビングルームもありました。彼らは家を離れて過ごすことが多く、一度に数ヶ月間滞在することもありましたが、可能な限り、大きなベッドルームの中央に位置するL字型ソファの柔らかいクッションの中で、暖炉の前で心安らぐ静寂の時間を過ごしました。後者の場合は、夜の後半を映画の前で過ごしたり、本を読んだりして、快適でいつも身近にある火の炎のパチパチという音に寄り添って過ごすことを好みました。




    一日の終わりにはテーブルクロスの上に蒸したポテトのおかずが飾られていた。


  




  

    皿の右側にはカトラリーやグラスが整然と並んでいます。セリンは、たとえ客がいなくても、このようなことを気にしていた。彼女は料理が好きで、決まったテーブルで食事をするのが好きでした。新鮮で味付けされたサラダは、ホットミールのサイドディッシュとして提供されています。ミッチは新鮮なオニオン・ウェッジとバルサ・ビネガーと一緒に食べるのが好きだった。コース料理には、ホストがグラスに注いでくれた赤ワインがよく合います。最後に、セリンは2つ目のサイドディッシュとして、スパイシーな赤ピーマンのソテーとベーコンの角切りを出した。家のレシピ、と彼女はいつも冗談を言っていた。そして、ミッチはそれをずっと気に入っていた。




    キッチンには良い香りが漂っていた。セリンがテーブルセッティングを終えると、ミッチはワインを開けてグラスに注いだ。二人は席に着き、お互いに「おいしい食事を」と言った後、無言で料理を食べ始めた。セリンは一口食べ終わると、「信じられますか」と感慨深げに話しかけてきた。「不条理、驚き......つまり、人々は本当に瀕死の身内、それも病気の身内をあの森の中に一人で放置したのだろうか」と続けた。ワインのグラスを持って口の中を飲み込みながら、「あのかわいそうな人たちが復讐したいと思うのも無理はない」とジョークを言った。




    笑顔で、ミッチにも声をかけてくれた。彼が深く考えている間に、彼を見ました。




    「と言いながら、嬉しそうにピーマンを一口食べていました。「どうしてそんなことができるのか」と自問自答し、自分を見つめ続けるセリンは目に見えて興奮していた。彼女の目は多幸感に満ちた輝きを放ち続けていた。ミッチは、彼女がそんな風に自分を見てくれるのが好きだった。それは彼を幸せにし、彼女を誇りに思わせるものだった。




    彼は美味しそうに肉を噛み続け、彼もまたワインを一口飲みたくなった。まるで、実際にはジューシーな肉が突然喉の中で乾いてしまったかのように。話題が戻ってきてからも、口の中が妙に乾くのを感じていた。それは料理に塩分がないからではなく、あまりにも美味しかったからです。ポテトを味わったセリンは、本題に入り、深く考えずに彼に尋ねた。椅子から崩れ落ちそうになり、文字通りフォークを落としてしまった彼女に、テーブルの方向にぴったりと配置されたスポットライトの光線が殺到する。彼女は彼の手をつかみ、彼の目をまっすぐに見た。"Mitch, we're leaving behind.日本に行って、すべてを撮影しよう。ファンにはたまらないだろうし、素晴らしいだろうし、今まで見たことのないような作品になるだろうし......」と言いながら、目をキラキラと輝かせて、ワクワクするような新しい光を放っていました。


  




  

    の光を浴びることができます。ミッチはこの瞬間が来ることを知っていた。"...ちょっと想像してみてください。もし私たちの映像の中で、生きている自殺を撮影したら...それは素晴らしくもあり、恐ろしくもある現実です。そんなことが起こるなんて信じられない......それが私たちの仕事にどんな影響を与えるか知っていますか？




    彼女の口からは、まるで川が土手を越えて氾濫するかのように、言葉と動機の波が絶え間なく押し寄せてきた。




    「私たちは、この恐ろしい出来事を世界に知らしめ、もしそれが事実であれば、すべての人の生活に支障をきたすことになります。そして、もしかしたら、そのような場所に本当に人を自殺させるような霊がいるとしたら、それは全人類にとって恐ろしい発見となるでしょう。あなたはこの疫病、恐怖を止めることができる。でも、考えてみてください。"




    食べるのをやめた彼女は、異常なまでの熱心さで、この不条理で狂ったプロジェクトについてくるよう、ミッチを説得していた。ミッチは彼女を見続けていたが、頭の中では千の思考と感覚が旋風のように速く渦を巻き始めた。このアイデアは彼の心をくすぐりましたが、彼は本能的にこのプランには何か問題があると感じていました。それはあまりにも不条理で、現実のように思えた。夕方になると、町も家も暗闇に包まれた。まだ雪が降っていて、いつもと違う穏やかな静けさが近所を包んでいた。雪は家々の屋根や庭に大量に降り積もりましたが、それらはすでに柔らかい白いマントで覆われていました。隣の家では、窓から提灯のような小さな明かりが灯っていました。ミッチは窓の外を眺めながら、いつもと変わらない、しかしいつも魅力的で刺激的なこの出来事に感心していた。セリンは言葉を止めて、答えを待っていた。ミッチは、彼女の熱い視線を受け止め、飲み込むように「プロジェクトが承認されるまで時間がかかる。確かにそれはいいことですが、あなたは物事がどのように動くかを知っています。私たちは提案していますが、認可には数ヶ月かかるかもしれません...」。




    セリンは突然、フォークを握り直して再構築しようとしたので、それを遮りました。




    そのスピーチのおかげで食欲が出てきたのか、食べるのが楽しくなってきました。




    "Mitch, I don't want to tell the company.ハニー、やろうよ。何も言わずに帰ろう、何しろ仕事を再開するまでにまだ2週間の休みがあるのだから。明後日には出発できる」。




    大晦日をそこで過ごして、1月の2日か3日に戻ってくるのもいいかもしれませんね。”




    彼女は、まるで初めての休暇を待つ子供のように、興奮して震えながら彼の手を握り、喜びで潤んだような澄んだ瞳は、他にはない幸福感を放っていた。


  




  

    彼の人生の中でミッチは言葉を失った。実際、このアイデアは悪いものではなかった。彼女に出会って以来、セリンがこれほどまでに決意を新たにしてプロジェクトに臨む姿を見たことはほとんどなかった。彼は肩を落として部屋を見回した。慣れ親しんだ、居心地の良い雰囲気が彼を慰めた。しかし、その考えには具体的な根拠があることに気がついた。




    クリスマス休暇に出発して戻ってくるまでに間に合わせるのである。結局、ワインを飲みながら、今まで見たことのない新しい場所での休暇になるだろうと考えていた。




    "わからないわ、あなた...私にはすべてが不条理に思えるわ。もちろん、その場所に興味を持ち、さらには全体に興味を持っているのだが、先ほど帰宅した。もう少しリラックスしてから再スタートしたいと思います。"




    セリンは顔をしかめると、一瞬、悲しみのベールが顔にかかった。彼女は再びカトラリーを手放し、ミッチの両手を握った。"Come on, love, don't be lazy.このようなチャンスはいつ訪れるのだろうか。もし、その話が一つでも本当だったら、どんな提案ができるだろう...」と想像してみてください。




    彼の滑らかで完璧な顔に、再び熱意が戻ってきた。ミッチ、あの森を探検するのは、きっと素晴らしいことになると思うんだ。行こう、愛を込めて...この素晴らしい休日を過ごそう。休息の時間もたっぷりと確保します。日本は非常に魅力的で、その文化はクレイジーです。私たちとはかけ離れていますが、想像できますか？私たちは日本に行ったことがあると言えますが、このようなチャンスはいつ来るのでしょうか？"




    彼女は椅子から立ち上がって、テーブルの反対側にいるミッチに合流した。彼女は彼の膝の上に陣取り、椅子を使ってテーブルから彼を移動させ、彼の胸に顔をうずめるようにしてしっかりと抱きしめた。ミッチは自分の頬に彼女の乳房の膨らみを感じた。スウェットの生地は、その感覚をビロードのように柔らかくしてくれました。




    "さあ、私の愛しい人よ...あなたにこの素晴らしい体験をさせてあげましょう...後悔しないことを約束しますし、私にイエスと言ったことを後悔させません..."彼女は、自分ができる限りの情熱をもって彼にキスをした。彼女の唇はミッチの口にそっと閉じられ、その温かさをすべて彼に感じさせた。彼女の背中に腕を回して抱擁を返しながら、その提案を受け入れていいものかどうかを考えていたが、セリンの衝動が彼の考えを混乱させた。彼女は彼の顔を両手で包み込むと、再び彼女の香りがミッチの中に溢れ出し、千の快感と甘くて馴染みのある記憶が蘇り、とても安心しました。


  




  

    "Come on, say yes... I'll organize everything, I won't ask you for anything.あなたは、この素晴らしい冒険に私と一緒に「イエス」と言ってくれればいいのです。さあ、ベイビー...来てくれ..."




    ミッチはセリンのことをよく知っているので、あの状況で彼女を敵に回すことはあり得ない。彼女は、この奇妙な休日に夢中になっていた。彼女はお金をもらっても断れません。彼は、彼女の両手を挟み、口の近くで握りしめながら、再び彼女の目を見た。彼は、ため息をつきながら、情熱的なキスをした。抱きしめられた時の温かさが、拒否する気持ちを吹き飛ばしてくれた。あまり時間はないが、何とかなるだろうとミッチは思った。彼らは旅に慣れていて、数時間の空の旅にも抵抗がなかった。さすがに2週間も何もしないでいると、疲れてしまう。どんなに魅力的な期間であっても、2週間も家で過ごすのは繰り返しになってしまいます。帰ってきたら休む。




    「ミッチは、喜びに満ちた表情でその言葉を口にした。




    セリンにとって、とても大切なもの。それが彼女の一番好きなところで、何事にも一歩も引かず、常に一緒に旅に出ようとしていた。ミッチは、自分のイエスが相手の喜びにつながったことを直感的に感じていた。そんな余裕があるのだから、何か問題があるのではないかと思いきや、セリンは声高に意気込みを叫んでいた。




    "Oh my love, I'm so happy, you won't regret it, you'll see!忘れることができないでしょう、見てください..."




    彼は彼を抱きしめ、息が切れそうになるほどさらに強く抱きしめた。安全性に疑問を感じていたミッチは、その愛に満ちた抱擁によって一掃された。そのためには、ほとんどの認識が必要です。実際、毎年何千人もの観光客が訪れているという記事を読んだことがあった。道はよく整備されていて、神秘的な森の奥深くに行く場合を除いては、本当に危険はありませんでした。




    "これは中世ではない... "と思った。"...そして、私たちは地獄の底を発見するつもりはない... "と思いながら、セリンはまだ彼を抱きしめ、頬や頭にキスをしていた。彼女は、椅子に座っている彼を見捨てて立ち上がり、彼の腕から身を離した。彼女は自分の部屋に戻り、幸せいっぱいで夕食を終えた。彼女の目にはそれが見えていて、喜びを爆発させていた。彼女は、ミッチが旅行の準備をしてくれたことに感謝しながら、「日本に行けてよかった」と空想しながら皿を平らげた。ミッチは、何の問題もない、普通の旅行だと自分を納得させようと、静かに耳を傾けていた。


  




  

    他の人たちと同じように、何の問題もなく、危険もありません。それなのに、彼の中で何かが悩んでいた。それが何なのかはまだ説明できないが、何となく不安な気持ちになってきた。セリンと一緒に、2日後に控えた幻想的な旅を楽しみにしていたし、実際にそうだったのだが、彼の中で何かが不安だった。




    夕食を終えると、セリンは7月の太陽のように晴れやかに輝き、急いでテーブルを片付け、食器を皿洗い機に入れた。彼女はシンクの反対側の窓のカーテンを引いて、街に降り積もった雪を眺めた。彼は両手をこすり合わせ、冷たい震えの中で肩を抱きしめた。




    "Bbbrrrr..."




    唇がわずかに動いて、遊び心のある震えを真似ている。彼女はミッチを幸せな子供のような目で見ていたが、同時にその目は彼女にしかできない、信じられないほどの感情と官能を伝えていた。彼女は、ミッチが今、心の中にある満足感に満ちた夜を過ごせるように準備するつもりだった。ミッチは暖炉の前で、おいしいブランデーとお気に入りのチョコレート（ココナッツ入りのダークチョコレート）を食べながら、リラックスするのが好きだった。備蓄されていたのだ。




    セリンは高揚感と興奮で、まるでやることが山ほどあって時間がないかのように、キッチンを素早く動き回った。大きな締め切りが迫っているのに、時間がありません。




    "Oh God, Mitch, you have to prepare him properly!飛行機、旅行、ガイドとの旅行、ホテル！？と、信じられないほど興奮した様子で聞いてきた。"あの森は、とても極端で、野生的な感じがします。Oh God, Mitch, I'm so happy!"




    彼女はキッチンの掃除に使っていた布を置いて、テーブルに座ったままの彼に向かって走り出した。彼は彼女を見つめ続け、彼女の美しさを愛していた。彼女は彼の髪を撫でながら、再びキスをした。彼は微笑みながら彼女の足を撫でた。彼女は立ち上がって、ラウンジに向かって歩き出した。




    "でも、今はしばらくリビングでのんびりするから、せめてあと一晩だけでも平穏な時間をくれないかな。明日から私はあなたのものだけど、それだけは私に貸してね」。




    「勿論ですよ。台所で作業を終えてから合流します。お気に入りのチョコレートと、ブランデーのグラスを持ってきます。あなたはただ座ってリラックスしていれば、あとは私に任せてください。これは今夜のプレゼントの第一弾に過ぎないのよ、ダーリン」。




    彼女の眼差しは再び輝き、信じられないほどの官能的なエネルギーを放出した。ミッチはその表情をよく知っていた。彼を彼女に恋させた表情だった。あの共犯者のような、包み込むような、優しく狂気に満ちた表情。彼は彼女を愛していたし、その旅行の後、さらに彼女を愛するようになるだろう。


  




  

    "それでは、私はリビングで準備をします。他の...サプライズが待ち遠しいです。"




    そして、彼女に背を向けて、口を真似してキスをした。セリンはキッチンに残り、彼に微笑んでウインクしていた。




    "I'll be with a moment, love"




    彼女の温かく柔らかい声は、抱きしめるようにミッチを包み込み、優しく付き添って歩いていった。終わったばかりの夕食でリラックスし、パートナーを待つ間に十分な休息をとろうと、彼はテレビの前のリビングルームに入っていった。彼らのリビングルームはかなり広く、快適でした。彼らの家はモダンでありながら、温かくて居心地の良い空間でした。寄木細工の床は部屋をさらに暖かくし、彼らは暖かいマホガニー色の木の上を裸足で歩くのが大好きでした。暖炉の前に置かれた大きなソファは座り心地がよく、数時間のリラックスタイムにも対応できるようになっていました。庭を見下ろす大きな窓は、太陽が出ている昼間はとても明るかったのですが、今は外の夜がすべてを包み込むような幻想的な光景になっていました。ライトアップされたランプの周りには雪がひっきりなしに降り注ぎ、小さな白い流星の渦に包まれていた。ミッチは腰を落としてため息をついた。明るく柔らかいオレンジ色の炎がパチパチと燃えていた。灰の上に飛び散る火花の輝きは、まるで催眠術のようだった。その様子を見ていたミッチは、その "イエス "を思い返していた。日本は遠く、魅力的ではあるものの、出発することに疑問を感じていた。しかし、セリンは今さらノーとは言えない。それに加えて、彼女はすべての面倒を見てくれるということを明確にしていた。あの時、彼はどんな言い訳をしたのだろうか。彼女は決して彼を許さなかっただろう。彼女はそうは思わないだろう。彼は「イエス」と言っていたし、「イエス」は「イエス」だろう。彼は、自分を苦しめ続けている悪い考えを振り払おうとした。このままではいけないと思ったが、その理由ははっきりしない。まるでベルベットのカーテンの後ろに何かが隠れているようだが、その輪郭はわからない。心の目では、不吉な動きをする影が見えたが、それが何なのかは分からなかった。その旅のことを考えると、彼の中に病気のような不安感が芽生えてきた。それは、考えれば考えるほど、彼の心の中に深く刻まれていった。その不穏な森のイメージは、彼に極度の悲哀を感じさせた。暖炉の火がゆっくりと舞うのを見ながら、ソファにゆったりと座っていたその瞬間、彼はそんな気持ちになっていた。まるで秋のそよ風のようにゆったりと揺れる炎は、彼の心の中で膨らみ続ける感情を和らげようとしているように思えました。そのソファ


  




  

    いつもは快適で居心地がよく、彼を歓迎してリラックスさせてくれる彼が座っていた席が、ナイフの刃のように鋭い羽ペンで埋め尽くされているように見えました。




    セリンが部屋に入ってきたのは、まるで嵐の終わりに雲間から差し込む一筋の光のようだった。笑顔で嬉しそうに、彼の側に身を投げ出して、再びキスをした。




    "I'm so happy... "と声に出してため息をつきながら、彼の横に腰を下ろして彼を抱きしめた。彼女は、ミッチのお気に入りのチョコレートが入ったトレイを、ガラスのコーヒーテーブルの上に置き、ソファの足元のカーペットの真ん中に注意深く並べていた。




    "待っていられない "んだよ。明日の朝、すぐに代理店に電話して、空いている最初の便を予約します。まるで何千もの言葉を吐き出さなければならないかのように、まるで文字の列が口から押し出されようとしているかのように、まるで胃の中が文字でいっぱいになっていて、それをきれいに吐き出すのが難しいかのように。ミッチは、火が揺れるゆっくりとした動きを見続け、仲間の発泡性の陶酔感に魂を浸していた。しかし、その違和感は、彼女の存在によってかなり軽減されたとしても、彼の心から消えることはなかった。"You're home... "と思い続けていました。"あなたはソファに座って、心地よい暖かさの火の前にいて、あなたの問題は存在しない。それは単なる旅、別の旅である。"




    セリンは再び彼を抱きしめ、彼の力をすべて感じさせてくれた。




    の暖かさを感じます。ミッチはそれに応えて抱きしめ、彼女は彼を愛撫し、キスし続けた。




    "I love you, Mitch "と言ってため息をつき、指で彼の胸を撫でながら、彼が返事をすると、彼の手からワイングラスを取って、コーヒーテーブルにそっと置いたのです。彼女は彼のもとに戻り、さらにソフトで官能的な声色で、彼の顔を両手で押さえながら彼の上に座った。彼女の口は彼の口を撫で、情熱に満ちた優しいキスをした。そのキスの柔らかな温かさは、ミッチの中にハリケーンの力のような思いがけない強い欲望を呼び起こした。彼女はしばらくの間、震えるような感情に満ちた目で彼を見つめていた。




    "Second surprise... "と囁いていました。ミッチは彼女の腰に腕を回し、背中を優しく撫でた。震えが胃を震わせ、体を振動させた。彼の手は彼女の臀部に下り、彼女はゆっくりと彼の上で揺れ始めた。彼女の服の柔らかい生地は、彼らの情熱を抑えることはありませんでした。ミッチは、自分のメンバーがどんどん膨らんでいくのを見て、ひどく興奮した。セリンは自分の脚の間にその暖かい存在を感じ、それをアン-。


  




  

    さらに熱心になった彼女は、動きを加速させた。二人の舌は、暖かい抱擁の中で震えていた。ミッチは両手を彼女の乳房に移動させ、優しく愛撫した。その感触にセリンは再びため息をつき、彼を引き寄せた。その瞬間、タイトなジャンパーを着たときの不快な思いは完全に消えました。そのソファの上で、快適な家の中で、何もなく、震える体だけがあった。ミッチはスウェットの下に手を入れて、彼女の肌の温もりを確かめた。さらにその上には、温かくて柔らかく、抱きしめられたりキスされたりしたいと思っている彼女の乳房の膨らみがあった。セリンは情熱的に震え、二人の欲望は他の考えを挟む余地がなかった。情熱的な一夜を過ごそうと決めていたので、その通りになりました。




    "Let's go that way... "と提案し、首筋にキスを続け、情熱に満ちたソワレをしながら、彼の上で揺られ続けました。"I agree "と答えた。"Definitely..."




    彼はわずかに微笑み、その瞬間の興奮と情熱にとらわれていた。彼女は彼を起こすために彼から離れ、一緒にベッドルームに逃げ込み、情熱的なキスと愛撫を続けました。彼女は「チョコレートは後で食べればいいのよ」と不機嫌そうに言って、ミッチが完全に気を失ってしまうような魅力的な目つきで彼を見た。




    "今、別の食欲があるんだ "と言いながら、リビングを出た。寝室への階段にたどり着いた二人は、物憂げに抱き合いながら近づいていった。ミッチは、彼女のズボンの下に手を入れようとしながら、彼女の硬いお尻を力強く握っていた。再び情熱的なキスを交わし、再び舌を絡め合う。セリンは彼の唇から離れがたく、彼の手を引いて階段を上ってベッドルームに連れて行った。いざ到着すると、二人は何も言わずに服を脱ぎ捨てた。燃えるような眼差しで抱き合い、キスを続けていた。彼らは毛布を解いて、その中にあっという間に入ってしまい、すべてが無秩序に床に投げ出されてしまった。二人の体はまだ温かく、震えていた。セリンはすぐに、骨盤の上に彼の勃起したメンバーのツブツブを感じた。彼女は彼の暖かさを感じようと、さらに彼に近づき、両手で彼の背中を掴んだ。彼は今、欲望に燃えていて、彼を体で受け止めて飲み込みたいと思っていた。リラックスしたミッチは、気持ちよくて、興奮して、この情熱の夜を完結させたいと思っていた。彼は、旅やそれによる不快感に対する考えや疑問を完全に捨てていた。彼は彼女に夢中で、彼女を手に入れたい、彼女を愛したいと思っていました。毛布の暖かさが二人を守り、抱きしめてくれる。彼は彼女の乳房を愛撫し続け、彼女は骨盤を彼に擦りつけた。情熱は温度計の中の熱のように上昇した。腰を落としてキスをする


  




  

    腫れ上がった乳首を彼の舌に触れると、セリンは欲望に満ちて元気に振動した。彼女は彼をベッドの上に仰向けに押しやり、彼の体を飲み込むようにして寄りかかった。彼女は、情熱が二人を蝕む中、ゆっくりと動き始めた。そのため息は、だんだんと快感のうめき声になり、押し寄せるようなリズムになっていった。二人の頭の中には、旅のことはすっかり消えていて、愛のこもった抱擁を交わすことに集中していた。ミッチはセリンの動きに合わせて、ベッドの柔らかな温もりの中でますます熱を帯びていき、疲れ果てて満腹になったところで、最後のスリルを味わって愛を完結させたのだった。




    "I love you... "と重いため息をついて彼の耳元で囁き、彼を愛情たっぷりに抱きしめました。




    "Me too... "と答えたMitchは、彼女の濡れた額にキスをした。彼の目は満足げに天井に戻っていった。疲れた二人は、恋の疲れを癒すために、ゆったりとした時間を過ごしていた。彼らが企画した旅行は何光年も先のことのようで、彼らの心の中では色あせた記憶になっていた。この一瞬のリラックスも束の間。セリンは急に立ち上がり、新しいエネルギーを得たかのように、バスルームに駆け込んでシャワーを浴びた。




    "コンピュータの電源を入れたままにしておいたのよ。シャワーを浴びて、リビングに降りて、電源を切る」。




    バスルームに到着すると、彼女の髪は体のリズムに合わせて柔らかく揺れていた。光に照らされた彼女の完璧な裸体は、ミッチの心に心地よい記憶を残し、彼女の香水は空気を撫でて甘い香りを漂わせた。部屋の中は再び暗くなった。バスルームのドアが閉まり、セリンがドアを開けたときに現れた光が消えた。ミッチの頭の中には、以前パソコンの画面で見た森の不吉なイメージが蘇り、不安がよぎった。その場にいるかのように、そして肉体的にも、彼はベッドの中で彼女のそばに横たわり、先ほどまでセリンがいた場所にいた。振り返って彼の目を見ようとしたが、目に入ったのはしわくちゃのシーツと整頓されていない毛布だけだった。脇のシーツを手で撫でながら、違和感を振り払おうとため息をついた。浴室のシャワーの轟音が彼を現実に引き戻し、安心させた。彼は再びため息をつき、右側に向きを変えた。このような不条理な考えに二度と悩まされないようにしようと決意した。それは、ただの旅だった。決められたことは、必ず実行する。それはそれでよかった。あとは、くだらない固定観念だった。




    彼は目を閉じて、その暖かさとリラックスした雰囲気を利用して眠りにつくことにした。




    その瞬間からバスルームから出てきたセリンは、バスローブを着たままだった。その時、彼は安らかに眠っていた。彼女は彼に近づき、彼の髪を撫でながら頬にキスをした。




    "Thank you, my love... "と耳元でささやいた。


  




  

    彼は、部屋の半分の光の中で、階段に向かって歩いた。外では、夜を照らすほど白く重い空の下、雪がまだ静かに降っていた。歩道の街灯の光の反射が、くさび形の渦の中の一枚一枚を照らし出しながら、くぐもった静けさの中で、屋根や道路にそっと静止し続けた。


  




  




  

    第2章




     




    ミッチの人生は決して楽なものではなかった。彼の家族には、幼い頃から死の気配が漂っていた。母親は彼を産んだ直後に出産の合併症で亡くなり、彼は生後わずか10日で孤児となった。とても面倒見の良い父親は、仕事の関係でいつもアメリカ中を飛び回っていたため、幼くて手のかかる彼の面倒を見ることができなかった。ジョージというのは、ミッチの父親の名前である。そのため、息子を両親に託すことになったが、両親は高齢のため、息子の面倒を見ることができなかった。そんな運命を救ってくれたのは、母親の妹が未亡人で、しかもまだ幼かったので、少年の面倒を見てくれるということだった。彼女はこれまでも、そしてこれからも、彼にとって気配りのできる、思いやりのある愛情深い母親であり続けるでしょう。




    一方、ジョージは人生を立て直そうとしていた。しかし、運命。




    が、それ以上に驚きと違和感のある結末を迎えていた。2度目の結婚では弟が生まれたが、新しいパートナーとの喧嘩が絶えなかったため、その関係にも大きな傷跡が残っていた。鋭い爪のように、ジョージの精神と身体を激しく引っ掻き回した。この女性とも別れ、自分の人生が完全に狂ってしまったことに心を痛めたジョージは、二人を捨てて一人で生きていき、仕事と記憶の圧迫された習慣の中に引きこもっていった。しかし、長男であるミッチとの絆、そして最初の妻である母との唯一の絆を完全に断ち切ることはできなかった。彼が本当に愛した唯一の人。




    おそらく実際には、モンを愛してやまなかったのだろうが、人生の残酷さゆえに、無理やりモンから距離を置くことができたのだ。ジョージは、その悲しみを心の中に閉じ込め、心の奥底に隔離し、自分だけのものにして、一生そこに鎖でつないで、自分に降りかかってきた苦い逆境に苦しみながら生きてきたのである。いつも開いていて、完全には治らない傷は、一生付きまとうことになる。




    ミッチは、母親とジョージの2番目の妻のもとにいたと思われる弟の悲惨な事故を聞くまで、彼から連絡を受けたことはなかった。雨の降る夜、彼は母親と一緒に山道を通って誕生日会に向かう途中だった。


  




  

    大雨で滑りやすくなったアスファルトにグリップを失い、谷間のガードレールに激突した。50メートル以上の高さから自由落下させられ、2人が助かる間もなく墜落した。爆発の火は、彼らを包み込み、二度と離れないようにした。遺体は車内で炭化した状態で発見されました。母親は、死が彼らを連れて行く数秒前に、避けられない終わりから息子を守ろうと、必死で無駄な努力をして、最後に息子を抱きしめる時間しかありませんでした。彼の名前はサイモン。弟の訃報に、10歳のミッチは、弟のことをそれほどよく知らないにもかかわらず、泣いてしまった。それは、今まで経験したことのないような息苦しい泣き声で、起こったことに対する怒りと悲しみに満ちたヒステリックな泣き声だった。おそらく、二人を結びつけていた血の絆は、人生におけるどんな逆境よりも強かったのだろう。おそらく、いつか再会し、友人になれるかもしれないし、残酷な運命にもかかわらず二人を結びつけていた、永遠に結ばれるはずだった関係や絆を取り戻すチャンスを永遠に失ってしまったことが、彼に強烈な印象を与え、かつてないほどの苦しみを与えたのだろう。




    その日の朝、パパは、今ではミッチが「おばさんの家」と呼んでいるおばさんの家に行った。




    お葬式に赤ちゃんを連れて行くために、お母さんは何年も前から、毎晩、あの日のことを思い出していた。父の言葉は、牛の焼印のように脳裏に焼き付いていた。その時の重厚な声は、感動と悲しみで壊れたまま、不在の彼の頭の中で、あまりにも長い間、哀愁を帯びて響いていた。夜明けの半分の光に包まれた静かな家の中で、弔いの鐘の拍子木のように鐘が鳴った。静寂を切り裂き、壁を突き破り、住人の寝室にまで響く。ミッチの新しい義母であるパトリシアは、誰が来ているのか確認するために、寝間着のまま階段を急いで降りてきた。慌てて階下に降りていったが、このような親切な訪問を受けたことに驚いた。夜が明けて、ジョージは顔を曇らせ、涙を流しながら、女性に「息子を呼んできてくれ」と頼んだ。実際、彼も寝室からドアベルと父の声を聞いていた。バネ性のある狂人のように、ベッドの上で立ち上がり、スリッパも履かずに急いで階下に降りて、彼を抱きしめて挨拶したが、彼の目を見たときにその競争は止まってしまった。目の前に暗くて困惑した顔を見つけて、何か悪いことが起こったと悟ったのだ。




    "ミッチ、君に伝えたいことがあるんだ..."




    扉の前にいたジョージは、中に入ることはしなかった。パトリシアは彼を中に入れ、心配そうな表情で「どうしたの？


  




  

    そして、なぜ夜明けにそこにいたのか。3月の早朝、まだ冷たい空気が家の中に入り込み、威嚇するように吹いていた。まだ冬の雲が残る灰色の空が、街を染め上げていた。




    "昨夜..." ジョージはほとんど厳粛な口調で再開した。彼は何かが間違っていることをよく理解していた。その顔は、困惑と苦痛の仮面だった。"ロクサーヌとサイモン...彼らはサイモンの友人の誕生日パーティーに行っていた..."




    ミッチはすべての言葉をよく覚えていた。その時、父親は、感情とこれから言おうとしていることの耐え難い痛みのために、声を荒げて、涙ながらに中断した。




    ジョージは理由を説明せずに涙を流したが、その表情が彼を物語っていた。義理の姉と息子の信じられないような目の前で、ヒックリヒックリと、なんとかコントロールを取り戻していく。扉は彼の後ろで閉まり、冬の空気を運び、3月の空を覆っていた大きな黒い雲を外に残していった。超現実的な沈黙が家の中に陰鬱に漂い、その場にいた人々の間で重く跳ねていた。ジョージの涙が顔を伝い、疲れて眠れない彼の肌や顔に火のような印をつけていた。"Last night... "ともう一度言ってみました。「ロクサーヌとサイモンは、サイモンの小さな友人のパーティーに向かう途中、ショアラインドライブで、町に向かって下っていく途中、車が横滑りしてガードレールにぶつかり、道路から外れてしまった。その時の落差はご存知の通り非常に大きく、車... 続きを読む"




    パトリオットのエンディングを見ても、続けることができずに再び立ち止まってしまいました。




    ciaやMitchは当たり前のように存在していた。ジョージは何も言うことができなかった。2番目の妻であるロクサーヌとは常に問題を抱えていたが、息子のサイモンに対する愛情は、非人間的な法律によって心の奥底に閉じ込められていたとしても、常に大きなものだった。彼はコントロールを保ちながら、始めたスピーチを最後までやり遂げようとした。ピアノの上に立ったまま、パトリシアは彼をリビングルームに招き入れ、ちょっと座って熱いコーヒーを飲ませた。




    まだ父の声で最後まで聞いていないのに、ミッチの目は白い涙で潤んでいた。彼はまだ小さかったが、非常に聡明で、何が起こったのかをすぐに理解した。彼にとっては、他の年齢の子供たちと同様に、死という概念は抽象的で未知のものであり、まだ幼く無邪気な彼の心からは何光年も離れていたが。パトリシアも、急に涙があふれてきた目を拭った。ジョージは息子を抱きしめ、家を出なければならないことに気付いた。


  




  

    抱きしめる。彼らは、共通の解放的な叫び声を上げた。ジョージは、増え続ける涙と転がるような嗚咽の間でスピーチを終えようとしていた。パトリシアとミッチは何も言わずに、かつてないほどジョージを抱きしめていた。このようなひどい状況の中で、彼を慰めようと、自分自身を慰めようとしたのです。彼らはその抱擁の中に、このような大きな痛みを乗り越えるための唯一の方法を見出したのです。人生の中で何度もないように、あの抱擁のおかげで彼らは一体感を得て、どんな逆境も乗り越えられる強い気持ちを持つことができました。彼らはリビングルームに座っていたが、今、熱いコーヒーの入ったカップを手にしたジョージは、脱力して涙を流したくないようで、光る目を拭こうとして、顕著に震えていた。話す必要はないのだが、彼は再び声を出そうとした。パトリシアもミッチも、何が起こったのかをはっきりと理解していた。それ以上の言葉は必要ないだろうが、ジョージは、新しい恐ろしい日の夜明けが街に完全に現れたときに続けた。




    "車は崖下に落ちてしまい、サイモンとロクサーヌは車から降りる術を失ってしまった。




    の時間は、カタパルトで出てきます。衝突はすさまじかっただろうな...」。彼は再び泣き出し、目には涙があふれていた。毛糸のコートを着て窮屈そうにしている彼は、10歳は老けて見えた。かなり背が高く、肩幅の広い、がっしりとした男だったが、その瞬間、息子のミッチよりも小さくなったように感じられた。ジョージは、パトリシアの泣きはらした目の下で、ソファから飛び上がって彼を再び抱きしめた。彼女は、泣き叫ぶ声と、胃の奥から喉に向かって強く押し付けられ、吐き出すように激しく出てくる痛みの叫びを止めるかのように、手を口に持っていった。




    "遺体は数時間後に発見された。通行人が下からの炎を見て警察に通報したのかもしれませんが...わかりません。私が知っているのは、数時間前に2人の炭化した遺体を確認したいと連絡があったことだけです。"




    彼は悲しみに打ちひしがれて再び泣き出した。その時の無力で弱々しいミッチも、絶望と不信感から再び泣き出してしまった。彼は、たった一人の弟を、永遠に失ってしまったのだ。彼は、無力な母親の目の下で、自分を包む火を想像した。彼は、爆発の後、車のシートに閉じ込められて燃えていた彼らの痛みを想像しようとした。地獄が地上に現れて、その死体を食べている姿を想像した。そして、彼らが耐えなければならない苦痛を考えれば考えるほど、自分の心が砕け散り、与える人の手の中で脆い岩のように砕けていくのを感じたのです。自分の痛みが現実になって、自分の体の一部に食い込んでくるのを想像し、見ていた。


  




  

    最弱、長い苦悩の末に永久に殺す。彼の耳には、嵐の轟音のように耳障りな必死の叫び声が響いていた。彼らが感じたであろう混乱と、まだ生きているのにガードレールを壊してしまった飛び降りる直前の恐怖を想像してみた。彼らの悲鳴と、その下にある空虚さ。巨大で、無限で、闇夜のように暗く、彼らを飲み込もうと待ち構えている。フロントガラスに降り注ぐ雨の音が聞こえてきそうな気がしたが、車は急降下して岩稜に衝突した。濡れた道路を走るタイヤの擦れた音と、巨大な冷たい手が彼らを死へと滑らせ、最後の旅に同行する。ジャンプした瞬間のあの絶対的な虚無感は、蛇の巻物のように彼らを包み込み、魅了し、窒息させていた。息子との最後の抱擁をする母の苦悩。必死になって、守って、誰も救えなかった時でも、墜落を待って。もちろん、彼女はそのような痛みを経験したことはない。彼の脳はすでに傾きかけており、明晰さを保つのに必死だった。その時の息苦しさを和らげてくれたのは、流れ落ちるような大量の涙だった。腫れ上がった目は、今は痛みで引き裂かれた心臓の鼓動で脈打っていた。今にも飛び出してきそうで、額の下でジャックハンマーのように叩かれているのを感じた。この運命の時間の後には、無限に長く困難な時間が続いた。葬儀、灰色の冷たい空の下での墓地への埋葬、遠く離れていても家族の一部、自分の歴史の一部を象徴する唯一の人々への最後のお別れ。




    その日以来、ミッチは夜になるとひどい悪夢にうなされるようになった。パトリ




    ciaは、しばらくの間、ジョージが息子と一緒に家に滞在することを許可していた。彼としては、ミッチと一緒に過ごせる機会を喜んで受け入れた。結局のところ、彼は自分の命よりも彼を愛しており、一人でいるという決断は彼を大きく傷つけた。彼女は、行方不明の夫を喪った後、再び男性が家にいることの気恥ずかしさを乗り越えて、本当に理解してくれて、親切にしてくれた。やはり、それなりの目的があってのことだ。ミッチは父親を必要としていた。特にその時は非常に苦しんでいたので、ジョージは仕事をしながらも、できるだけ父親のそばにいようと努力していた。弟を失ったミッチーは、大きな悲しみを抱えていた。彼をよく知っているわけではないが、彼を見つけるチャンスを永遠に失ってしまったことを知っていた。長年の倦怠感は、自分が早死にしたという事実にあった。刺青よりも深く肌に刻まれた、消えない印。それは彼の心に永遠に残るだろう。このことが彼を病気にさせたのであり、ある意味で彼が発見した事実だった。


  




  

    身近な人を奪う死の破壊力を、生々しくダイレクトに表現しています。その時から、彼の人生は変わった。長くて冷たい、終わりのない夜は、火と炎、燃えるシーツと恐ろしい叫び声で構成された興奮した夢を伴っていた。サイモンとロクサーヌの焼けただれた顔が、何度も彼のベッドを訪れていた。あまりにもリアルな映像に恐怖を感じたミッチは、その恐ろしい映像が目の前に現れるたびに、震えたり泣いたりして布団に潜り込んだ。毎回、悪夢を見る前には、部屋中に焦げ臭い臭いが充満していた。ミッチは、壁や空気中に充満したひどい悪臭から、恐ろしい生き物が現れる瞬間を見分けることができるようになった。もちろん、朝になればすべてが終わり、冬の寒さにもかかわらず汗びっしょりになった彼は、目が覚めるとひどく疲れて取り乱していた。肺の中に息苦しさがこみ上げてきて、空気を吸おうと布団から飛び出した。バネのようにベッドから飛び出し、息を殺して叫ぶのだ。何年も前から、彼が一緒にいる間、夜中や明け方に、彼の叫び声でパトリシアとジョージが起こされていた。焼け焦げたサイモンとロクサーヌが、悲痛な叫び声を上げながらベッドに近づき、同じく焼け焦げた両手を彼に向けて伸ばし、まるで彼を掴んで連れて行こうとしているかのような映像が、彼を呼び寄せた。人並み以上に大きく開いた彼らの叫び声のような口元は、暗くて深い巨大なブラックホールのように見えた。その恐ろしく長い、燃えるような指の感触を肌に感じて、生き生きとした現実を感じたときに、すべてが終わったのです。汗びっしょりになって目を開けた途端、2つの人影は元の暗闇に戻ってしまった。ショックと動揺で悲鳴を上げた彼の胸には、破裂しそうなほどに心臓が打ち付けられていた。彼は彼らの顔をずっと覚えていた。石炭のように黒い空洞のある眼球が、威嚇するように彼に近づいてくる。皮膚のない火口の動物的な笑みが、彼を嘲笑うように微笑んでいた。悪夢を見ていると、窓ガラスを叩く雷鳴のような激しい雨音が聞こえてくることがよくありました。まるで屋根から雨樋を取り外そうとするかのように、執拗に雨樋のシートを叩く。燃えるような悪臭に包まれ、息も絶え絶えになりながら、ベッドの上で怯えて悶えていた。最後に、高々と荒れ狂う海の波のような炎の明滅の中で、彼を脅かすように現れた。死臭、腐敗臭、焼け焦げ臭が鼻孔を満たし、息を呑むほどだった。彼の悪夢の中ではいつもそうだった。苦しんでいる2人の姿が夢に出てきたのだ。




    彼はこの苦しみの理由を説明することができなかった。やはり。


  




  

    ミッチはサイモンを愛していた。それどころか、毎日一緒に生活している兄弟の間では、弟と口論する機会すらなかったのだ。父との別れ、母の死などで精神的に参っていた彼は、自分の人生に起きた暴力的な出来事に感じ始めていた痛みや怒りに対処できなかったのかもしれない。おそらく、サイモンが死んだことで、あとは悪夢を見たのだろう。彼の人生は二度と同じではない。そのためには、セリンに永遠に感謝しなければならない。セリンは、彼女と出会い、彼女と恋に落ちたことで、彼に新たな進む理由と原動力を与えてくれたのだ。常に様々な経験をしたい、一瞬一瞬を大切に生きたいという極端な欲求は、まさに彼の不快感からきています。その不快感は、常に開いたままで癒されることのない傷のように古くて苦しいものでした。彼の作品は、常に世界に新しいものを発見したいという願望を叶えるための転機となりました。しかし、これらはすべて後の話である。




    その後の数年間、ミッチはまた新たな喪失感に襲われ、大きな苦しみを味わいました。




    疲れきった頭の中は、黒い混沌の中に完全に沈み込み、恐ろしい悪夢を見ていた。年を重ねるごとに、悪夢やシモンやロクサーヌの恐ろしく変形した顔が彼の人生から完全に消えるまでには、長い時間がかかりました。




    父のジョージは、徐々に元の生活に戻り、アメリカ中を旅するようになっていた。母親のパトリシアは、教職に就いていて一日中彼のために時間を割くことができないにもかかわらず、彼のそばにいて、悪い時期を乗り越える力を持っていた。




    Mitchは卒業後、デジタル・コミュニケーション部門で働くためのコンペに勝ち、そこでSelinと出会う機会を得ました。彼の心の中からは、幸いにも成長とともにすべての悪と憎しみが消えていた。人生は常に続いていくものだ。しかし、父の思いは、3月の気候のせいだけではなく、あの寒い日の彼の心から消えることはなかった。痛みのために緊張して傷ついたジョージの顔は、成長期の彼にずっと付きまとっていた。しかし、ある日、ミッチはいつのまにか苦しみがなくなり、悪夢を見なくなりました。この日のことは、彼にとっても忘れられない日となった。




    彼の人生を変えた出来事から5年後の15歳のとき、7月の暑い土曜日の午後、彼は4人の友人たちと一緒に、家から遠くない森の中を散歩することにした。彼らの家は、それだけでなく
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